
宮
大
工
の
生
涯
に
迫
る

３０
日
岡
谷
で
映
画
上
映
会

法
輪
寺
三
重
塔
や
薬
師
寺
金
堂

・
類
搭
り
再
建
を
手
掛
け

≡
た
宮
大

工
棟
梁
、
ｉ西

岡
常

一
さ
ん

（■
９

０
８
～
９
５
年
）
の
生
涯
を
記
録

し
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「鬼
に
訊
け
～
宮
大
工
西
岡
常

一

の
遺
言
」
の
上
映
会
が
３０
日
、

岡

谷
市
長
地
権
現
町
の
諏
訪
湖
ハ
イ

ツ
で
行
わ
れ
る
。

西
岡
さ
ん
は
Ａ

国
宝
の
法
隆
寺

金
堂
や
五
重
塔
の
解
体
修
理
を
手

醐
姉
ば
難
卿
申
薙
雑
拘
印
隼
陣
在

さ
さ
げ
た
奈
良
県
出
身
の
宮
大

工
。

飛
鳥
時
代
の
古
代
建
築
工
法

で
大
伽
藍
を
造
営
で
き
る

「最
後

の
宮
大
工
棟
梁
」
と
呼
ば
れ
た
。

映
画
は
山
崎
佑
次
氏
が
監
督
を

務
め
、

２
０
■
■
年
に
公
開
さ
れ

た
。

か
つ
て

「鬼
」
の
異
名
を
取

っ
た
西
岡
さ
ん
の
最
晩
年
に
密

着
れ
が
ん
に
侵
さ
れ
な
が
ら
後
輩

に
教
え
を
授
け
る
西
岡
さ
ん
を
通

じ
て
、

速
さ
と
量
を
競
う
現
代
文

明
と
は
異
な
る
日
本
人
の
英
知
と

技
術
が
紹
介
さ
れ
る
。

上
映
会
は
、

文
化
企
画
を
通
じ

て
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
再
生
す

る
非
営
利
活
動
団
体

「す
わ
こ
文

化
村
」
が
主
催
。

毛
利
正
道
代
表

理
事
は

「災
害
列
島
を
生
き
抜
い

て
き
た
原
点

『
も
の
づ
く
り
』
の

魂
と
絆
を
実
感
で
き
る
。

大
震
災

後
の
あ
り
方
を
も
示
唆
し
て
い
る

映
画
だ
と
思
う
」
と
話
す
。

上
映
は
同
日
午
前
１０
時
、

年
後

■
時
３０
分
、

年
後
５
時
の
計
８

回
。

参
加
費
は
前
売
り

・
予
約
が

■
０
０
０
円
、

当
日
券
は
■
２
０

０
円

（
中
高
生
は

一
律
５
０
０

円
）
。問

い
合
わ
せ
は
文
化
村

（電

話
０
８
０

・
■
０
４
０

・
７
４
６

３
）
へ
。

　

　

　

　

（唐
沢
宏
）

茅
野
市
役
所

周
辺
を
清
掃

諏
訪
大
社
Ｒ
Ｃ
と

ボ

ー
イ

ス
カ
ウ

ト

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
茅
野
第

■
団

（小
池
幸
夫
団
委
員
長
）
と

諏
訪
大
社

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（伊
藤
博
之
会
長
）
は
１７
日
、

茅

野
市
役
所
周
辺
で
合
同
の
清
掃
奉

仕
活
動
を
し
た
。

両
団
体
か
ら
約

３５
人
が
参
加
。

カ
ト
ブ
ミ
ラ
ー

磨

き
や
ご
み
拾
い
に
精
を
出
し
、

地

域
の
環
境
美
化
に
貢
献
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、

育
成
団
体
と
し

ポスターを手に来場を呼び掛
けるすわこ文化村の関係者


